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研究の目的

技術の説明

主 な 結 論

事務所の避難安全性を評価するルートＣ評価手法として使用する設計火源として使用します。スプリンクラーの火

災抑制効果と可燃物の特性を考慮しているところが特徴です。

2000年6月に導入された建築基準法の性能規定化により、建物の避難安全を性能的に評価することで，設計の自

由度の向上や防火対策の合理化を図ることが可能となりました。しかし、現在、避難安全に用いられている設計

火源は、一般に近年の可燃物の変化を反映しておりません。また、火災初期の火災抑制効果の高いスプリンクラ

ーの効果は考慮に入れられていません。そこで、本研究は、スプリンクラーの火災抑制効果や可燃物特性を考慮

した事務所の避難安全設計火源を構築することを目的にしています。

調査および実験結果から、事務所内においてはOA機器類や椅子等のプラスチック系可燃物が増大し、火災初期の

燃焼拡大には木質系可燃物の量よりもプラスチック系可燃物の影響が大きいことがわかりました。また、スプリ

ンクラーがある場合はない場合と比較して発熱速度は抑制され、スプリンクラーの火災抑制効果の把握を行うこ

とができました。
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スプリンクラーの火災抑制効果


